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開
墾
に
着
手
し
、
現
在
の
洞
爺
村

の
基
礎
が
で
き
上
が
っ
て
行
き
ま

し
た
。

明
治
二
十
年
に
移
住
し
て
明
治

三
十
年
頃
ま
で
当
時
の
本
村
を
含

む
虻
田
村
の
基
幹
農
作
物
は
小
豆

が
圧
倒
的
に
ト
ッ
プ
で
、
そ
の
後

は
昭
和
十
年
こ
ろ
ま
で
大
豆
が
最

も
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

村
会
議
員
選
挙
行
わ
れ
る

わ
が
国
で
市
制
及
び
町
村
制
が

公
布
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
一

年
で
す
が
、
北
海
道
は
ず
っ
と
遅

れ
て
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）

年
、
室
蘭
町
ほ
か
十
五
町
村
に
一

級
町
村
が
、
明
治
三
十
五
（
一
九

〇
二
）
年
、
虻
田
村
ほ
か
六
十
一

の
村
に
二
級
町
村
制
が
し
か
れ
、

虻
田
村
・
弁
辺
村
組
合
役
場
が
設

置
さ
れ
、
初
代
村
長
が
就
任
し
ま

し
た
。

初
め
て
村
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
選
挙
は
男
性
、
税

金
や
耕
地
所
有
面
積
等
に
よ
る
資

格
制
限
選
挙
で
あ
り
、
明
治
三
十

五
（
一
九
〇
二
）
年
の
虻
田
村（
今

の
虻
田
町
と
洞
爺
村
）
の
六
二
八

戸
、
人
口
四
四
八
四
人
の
う
ち
、

有
権
者
は
た
っ
た
一
六
三
人
で
し

た
。同

年
、
向
洞
爺
郵
便
取
扱
所
の

開
設
、
向
洞
爺
に
巡
査
駐
在
所
、

医
院
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に

は
、
富
丘
部
落
の
開
拓
が
開
始
さ

れ
、
最
初
に
仙
台
団
体
が
五
・
六

十
戸
入
植
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
、
虻

田
村
役
場
か
ら
出
火
し
、
庁
舎
を

全
焼
、
重
要
書
類
全
部
を
焼
失
す

る
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

二
級
町
村
虻
田
村
所
属

洞爺村 

T9 
洞爺村 

S13 
虻田町 

M13 
虻田村 

M29 
倶知安村 

M34 
東倶知安村 

S37 
京極町 

M30 
真狩村 

T5 
倶知安町 

S39 
ニセコ町 

M34 
狩太村 

T6 
喜茂別村 

T11 
真狩別村 

S16 
真狩村 S27 

真狩別町 

T14 
留寿都村 

分　村　図


